


【凡　例】
１．本書は、重要文化財公開首里城京の内跡出土品展「大型青磁が彩る緑の空間～海を渡った焼物～」（開

催期間2010（平成22）年１月23日から2月7日）を補完するものとして編集・作成したものである。

２．企画等は山本正昭、知念隆博が担当した。また、各項目の執筆者は文末に記した。

３．掲載写真の撮影は矢舟章浩、伊禮若奈が行った。また、本書に掲載されている写真・図面等の無断
使用は固く禁ずる。

4．調査報告書に記載されている資料名と本書に記載されている資料名が一部異なるものが存在する。
これは報告書刊行後、新たな研究成果によって詳細が判明したことによるものである。

5．本図録の作成にあたって、金沢陽（財団法人 出光美術館）、池田榮史（琉球大学法文学部）の両氏
に指導と助言を賜った。記してお礼申し上げる。
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　かつて、琉球王国は中国との冊封体制のもと、朝鮮・日本・東南アジア周辺諸

国との交易をとおして経済的な繁栄をもたらし、独自の歴史と文化を形成した大

交易時代を築きました。

　その栄華を謳った「万国津梁の鐘」（1458 年鋳造）の銘文にも知られるように、

当時の繁栄ぶりを示す貴重な資料が、首里城京の内跡から発見された多量の貿易

陶磁器です。

  首里城跡京の内地区の発掘調査は、平成６年度（1994）～平成９年度（1997）

までの４カ年間実施されました。平成６年度の遺構確認調査によって、倉庫跡

（1459 年火災で焼失）から一括で出土した陶磁器は、14世紀中頃～ 15世紀中頃

に中国をはじめ東南アジア各地で生産されたもので、世界的にも貴重な資料が含

まれていることがわかりました。そして、出土したこれらの陶磁器は、我が国の

歴史上、意義深く、かつ、学術的価値の特に高いものとして 平成 12 年６月 27

日付けで国の重要文化財（考古資料の部）に指定されました。

　首里城内郭の南西部に位置する京の内は、「神が降臨する聖域」或いは「霊力の

ある聖域」という意味があり、当時の琉球国王即位式などの王国の重要な儀礼や

祭祀などが執り行われた祭場である事から、京の内跡出土陶磁器は、儀式や祭祀

などに供された貴重な品々であると考えられています。

　今回の企画展では、「大型青磁が彩る緑の空間～海を渡った焼物～」と題し、出

土品の約六割を占める青磁の中から、希少な大型青磁に焦点をあて公開いたしま

す。「盤」「鉢」「瓶」「壺」「水注」などの大型青磁は、日常生活で使用された「碗」

「皿」などに比較すると、威信財（ステータスシンボル）や鑑賞用としての側面も

持ち合わせていることが窺えます。

　この機会に、当時の琉球国王も眺めたであろう、鮮やかな緑で彩られた様々な

大型青磁をご覧いただくとともに、県民共有の財産でもある国指定重要文化財に

対する皆様のご理解が深まれば幸いです。

平成 22年１月 23日

       沖縄県立埋蔵文化財センター

       　所　長　 　玉　栄　　直　　
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　首里城京の内跡は、正
せい

殿
でん

、南
なん

殿
でん

、北
ほく

殿
でん

、奉
ほう

神
しん

門
もん

などの政
まつり

事
ごと

（政治）を行う建物が集中する区画

の南西地区に位置し、面積は約 5,000 ㎡と考えられています。

　「京
きょう

の内
うち

」の「京」は、“霊力（セジ、シジ）”と同義語であり、その他にも神が降臨もしくは来

訪する岩山や小島（南城市斎
せー

場
ふぁ

御
う

嶽
たき

の大岩を “ キヨウノハナ ”、また、名護市嘉陽集落の東海上に

ある小島を “ きょう ” とも称す）等の名称から、首里城「京の内」は、「神が降臨する聖域」と理

解されると共に「霊力のある聖域」と解されます。

　さらに「京の内」には、絵図や文献などから沖縄の開
かい

闢
びゃく

二
に

神
しん

降臨の御嶽（拝所）とされる、

“ 首
しゅ

里
り

森
むい

御
う

嶽
たき

”・“ 真
ま

玉
だま

森
むい

御
う

嶽
たき

” の二つの御嶽以外に、「京
きょう

の内
うち

之
の

三
み

御
う

嶽
たき

」と称された三つの御嶽が

存在したようです。

　重要文化財指定を受けた資料は、沖縄県教育委員会が 1994 年から 1997 年にかけて実施した

復元整備事業に伴う発掘調査で、京の内北西地点から、火熱を受けた状態で中国陶磁器をはじめ

とする多くの陶磁器類が一括して発見されたものです。文献や出土品の内容などから、倉庫跡（3m

× 4m）と考えられています。
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重要文化財指定基準

◎ 考古資料の部

 　 重要文化財

一　土器、石器、木器、骨角牙
が

器、玉その他縄文時代及びそれ以前の遺物で学術的価値の特に高いも
の

二　銅鐸
たく

、銅剣、銅鉾
ほこ

その他弥生時代の遺物で学術的価値の特に高いもの

三　古墳の出土品その他古墳時代の遺物で学術的価値の特に高いもの

四  宮殿、官衙
が

・寺院跡、墓、経塚等の出土品その他飛鳥・奈良時代以後の遺物で学術的価値の特に
高いもの

五  渡来品で我が国の歴史上意義が深く、かつ、学術的価値の特に高いもの

※○ 国宝及び重要文化財指定基準、・（中略）・基準（抄）( 昭和 26年 5月 10日文化財保護委員会  告示第
2号 )〔最終改正〕平成 8年 10月 26日文部省告示第 185 号より一部抜粋。

◎ 文化財の種類

・建造物、絵画、工芸品、彫刻、書籍、典籍、古文書、考古資料、歴史資料などの有形の文 化的所産で、

我が国にとって歴史上、芸術上、学術上価値の高いものを総称して有形文化財 と呼んでいます。この

うち、建造物以外のものを総称して「美術工芸品」と呼んでいます。

　 国は有形文化財のうち重要なものを重要文化財に指定し、さらに世界文化の見地から特に 価値の

高いものを国宝に指定して保護しています。

 ※ 首里城「京の内跡」出土の陶磁器等は、「国宝及び重要文化財指定基準」の「考古資料の部」で、国の「重

要文化財」として指定を受けたことになります。

文化財

無 形 文 化 財

有 形 文 化 財

民 俗 文 化 財

記 念 物

文 化 的 景 観

伝統的建造物群

文化財の保存技術

埋 蔵 文 化 財

史跡・名勝・天然記念物

（平成 17年 4月１日施行の文化財保護法の一部改正により、「文化的景観」が
新たな文化財として位置付けられた）

建造物

美術工芸品（絵画、工芸品、彫刻、書籍、典籍、
　　　　　　古文書、考古資料、歴史資料）
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重要文化財指定の名称と指定理由

（考古資料の部）

 名称及び員数：沖縄県首里城京の内跡出土陶磁器　　518点

  附　一、金属製品　　　　　　　一括

  附　一、ガラス玉　　　　　　　一括

 所　有　者： 沖縄県（沖縄県立埋蔵文化財センター保管）

  （庁保美第３の３号平成 12年６月 27日付け「重要文化財の指定について」　　　   
  文化庁次長より沖縄県教育委員会教育長あて通知より作成） 
　　　　　　　　　　　　

 説  明  文：　　 尚氏第一王統時代

　本件は、沖縄県那覇市首里当蔵に所在する首里城内郭の南西部にあたる、京の内跡の建物跡か

ら出土した陶磁器の一括である。

　「京の内」は霊力のある聖域という意味があり、なかに存在した首
しゅ り

里森
むぃ

御
う

嶽
たき

は琉球王国の最高神

女である聞
きこえおおきみ

得大君が神を迎えて、歴代の琉球国王に託宣を下した拝所である。

　この京の内跡の発掘調査は国営沖縄記念公園首里城地区整備事業の一環として、平成６～７年

度に実施され、約 2000 平方メートルが調査された。その結果、この建物は天順３年 (1459) に焼

失したことが判明した。

　出土した陶磁器は、中国産の青磁、白磁、明代の染付を中心に、元代の染付、色絵、褐釉陶・磁器、

瑠璃釉、紅釉など、タイ産の褐釉陶器、ベトナム陶器、日本の備前陶器等で構成されている。こ

れらは概ね 14世紀中頃から 15世紀中葉のものである。なかでも紅釉水注は、北京の故宮博物院

に２点と景徳鎮窯跡出土の破片１点が確認されているのみである。また、元染付の合子は遺存す

る部分は少ないが、きわめて貴重な出土例である。

　また、中国産の陶磁器を中心に、タイ、ベトナム、日本などアジアの主要な陶磁器の生産地か

ら交易によって集められたものが出土している。

　琉球王国は首里城正殿前につられていた「万国津梁鐘」の銘文に「船舶を諸国と結ぶ小橋とす

ることによって異国の宝物類が国中に充満する」( 訳文の趣旨 ) とあるように、中継貿易で栄えた

琉球王国の繁栄ぶりを如実に示す貴重な一括資料である。

　なおこの建物跡からは、兜鉢、小札、鎖帷子、釘、鍔等の金属製品、火災の際に溶着したガラ

ス小玉塊が出土しており、あわせて保存を図りたい。

（文化庁文化財保護部監修『月刊文化財』平成 12年６月号より抜粋）

※ 官報告示：平成 12年６月 27日付け文部省告示第 120 号

※ 文化財保護法（昭和 25年法律第 214 号）第 27条第１項の規定により、平成 12年６月 27日付けで重
要文化財に指定。
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重要文化財　考古資料の部

　指定名称及び員数：沖縄県首里城京の内跡出土陶磁器　　　518 点

附
つけたり

　一、金属製品　　　　　　　　　一括

附
つけたり

　一、ガラス玉　　　　　　　　　一括

重要文化財 陶磁器内訳

 種　　類                器 種：点 数  器 種：点 数  器 種：点 数 

青
せい

　磁
じ

（289 点）                          

碗
わん

     1 0 3 皿
さら

  　  1 1 7 盤
ばん

   　　 32

壺
つぼ

   　   20 大
おお

花
か

瓶
びん

     2 馬
ば

上
じょう

杯
はい

 　1 

水
すい ちゅう

注   　 3  瓶
びん

  　    　5 香
こう

炉
ろ

  　 3

水
すい

滴
てき

     1 花
か

盆
ぼん

台
だい

 　 1 大
おお

鉢
ばち

  　 1

白
はく

　磁
じ

（33点）
碗   　  14 皿  　    11 杯

はい

　　     2 

水 注  　1 壺    　    1 瓶  　　     4

元
げん

染
そめ

付
つけ

（2点） 馬 上 杯     1 大
おお

合
ごう

子
す

     1               

明
みん

染
そめ

付
つけ

（58 点） 
碗       32 皿      　  4 杯 　 　  　3

鉢 　  　   1 瓶  　　　14 壺   　   　4

色
いろ

　絵
え

（3点） 碗   　   　2 皿   　   　1               

紅
こう

　釉
ゆ

（１点） 水 注 　　1                             

瑠
る

璃
り

釉
ゆ

（2点） 碗   　   　1 瓶 　 　　  1               

褐
かつ

釉
ゆ

磁
じ

器
き

（1点）  碗    　   1                             

褐
かつ

釉
ゆ

陶
とう

器
き

（35 点）

壺 　　　30 水 注 　  1 鉢  　 　 　1

壺 蓋
ふた

  　 1 特殊壺   　1               

蓋
ふた

  　  　　1                             

白
はく

釉
ゆ

陶
とう

器
き

（3点） 壺      　　2 水 注  　 1               

タイ産
さん

褐
かつ

釉
ゆ

陶
とう

器
き

（55 点）  壺  　  　55                             

タイ産
さん

半
はん

練
ねら

土
ど

器
き

（22点）  蓋  　  　18 壺      　  4               

ベトナム陶器（3点） 瓶      　　1 水 注　  2               

備前ほか（本土産）（6点） 擂
すり

鉢
ばち

    1 甕
かめ

　  　　3 壺     　  2 

瓦質土器（沖縄産）（5点） 蓋   　 　　5                             

                     合　計　　　518 点                                  
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　青磁とは、通常素地や釉薬が緑ないし青色系の色調となる磁器を総称しますが、同じ成分の素

地や釉薬で黄色または黄褐色に焼成されたものも含めることがあるなど、その定義には様々な見

解がみられます。陶磁器の中では極めて長い歴史を持っており、古くから中国をはじめ朝鮮・日本・

ベトナム・タイ・ミャンマーなどで生産されています。

　青磁の持つ独特の色は、釉中に含まれた微量（１～２％）の酸化第二鉄が還元されて酸化第一

鉄となって発色するもので、酸化第二鉄の量が１％未満なら透明に近い色となり、10％を超える

と黒に近い色になります。

　中国では、千度以上で焼成された施釉陶磁器を瓷
じ

器
き

（磁器）と総称します。木灰や石灰を原料

とした釉薬は高火度で溶けてガラス質の皮膜となり、堅く焼きしまった灰
かい

釉
ゆう

陶
とう

器
き

が完成します。

中国ではこれを「原始磁器」または「原始青磁」と呼び、青磁の先駆的なやきものとして位置付

けています。

　原始青磁が誕生したのは商（殷）代中期（紀元前 16世紀頃）で、当時は国外への輸出品ではなく、

明器（墓に副葬品として納められる祭祀用の器）を主体に生産していました。その後、西周後期

から春秋・戦国時代に長江下流域で技術が発達し、大型製品や青銅器を忠実に模倣した製品など

が生産されました。戦国時代後期から漢代は一時生産が停滞しますが、唐代には浙
せっ

江
こう

省
しょう

越
えっ

州
しゅう

窯
よう

で青磁生産が本格化するようになります。

　越州窯の青磁は国外へ本格的に輸出された最初の製品で、その流通範囲はアジア全域に及び、

遠くはエジプトにまで到達しています。この青磁は日本にも輸入されており、『源氏物語』にもそ

の名をみることができます。

　宋代になると青磁生産は更に盛んになり、特に南宋代では浙江省龍
りゅう

泉
せん

窯
よう

と福建省同
どう

安
あん

窯
よう

が一大

生産地として、輸出用の青磁を焼造するようになります。日本にも膨大な量の青磁がもたらされ、

沖縄に初めて青磁が登場するのもこの時期です。ただし、中国から直接青磁を輸入していたので

はなく、日本を経由して運ばれたとされています。

　沖縄が中国との直接交易を開始したのは元代と思われますが、明代になると中国との朝貢関係

に基づく進貢貿易によって、大量の青磁が輸入されるようになります。沖縄はこれらの青磁を東

南アジア各国との中継貿易に使用することで、『万国津梁鐘』の銘文にみられるような繁栄を遂げ

たと考えられます。

　以上のことから、青磁は中国を代表するやきものであるとともに、グスク時代の沖縄を語る上

で欠かせないやきものであるといっても過言ではないと思われます。

（新垣力）
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　1945（昭和 20）年の沖縄戦と戦後の琉球大学設置による造成工事で首里城は大部分が失われ

てしまいました。その後の首里城公園整備により京の内跡の復元が進められ 2003（平成 15）年

から一般公開され、内部を見学することができるようになりました。かつては鬱蒼とした森の中

に４または５箇所の御嶽があったと考えられ、その姿が現在、史跡整備によって甦りつつあります。

しかし、この姿は約 400 年前のもので、それより以前については発掘調査により大量の陶磁器が

出土したことから御嶽とは異なる別の姿が存在し、それが調査、研究を通して浮かび上がろうと

しています。今回公開する青磁はかつて別の姿をしていた京の内を知る上で欠かすことのできな

い歴史の証言者であると言えるでしょう。

　この首里城京の内跡から出土した青磁は現在、報告されているもので総計 610 点を数え、大型

のものでは壺や瓶、鉢、器台などが確認されています。小型のものは、碗 202 点、皿 268 点、高

台付杯 2点、花盆台 2点、香炉 1点が確認されています。その中でも碗と皿は青磁全体から見る

と８割近くを占めていることから、首里城京の内跡における青磁の主要な器種であったと言えま

す。これらの大半は 14、15 世紀において青磁の一大生産地であった中国福建省の龍
りゅう

泉
せん

窯
よう

並びに

その周辺で焼造されたものです。龍泉窯はやや内陸に位置しているため、河川を使った水路で沿

岸部まで運ばれ、14、15世紀に琉球の人々が頻繁に訪れていた福州や泉州をはじめとする福建省

の沿岸都市から、これらの青磁が大量に荷出しされたと考えられます。

検出直後のようす
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　大型製品については、直接中国明の皇帝から下賜（※1）された品々が多く含まれていますが、碗、

皿をはじめとする小型製品はそのほとんどが民間の窯で焼造されたものです。そのため、碗や皿

の底部に製作の際に付いた傷や粘土、砂粒がそのまま残っており、不良品と思われるものが数多

くみられます。このように質の良し悪しが認められる青磁は 14世紀中頃から 15世紀中頃にかけ

て生産され、首里城にもたらされたもので、その量と種類から当時において環シナ海をまたにか

けて活動していた琉球王国とその周囲で関わっていた人々の姿を彷彿とさせます。

　首里城京の内跡から出土した遺物は 15世紀中頃の火災によって埋められた陶磁器の一括資料で

もあり、石積みで囲われたくぼみ（3ｍ× 4ｍ）から大量に出土しました。火災により火熱を受

けた痕跡は表面の光沢が失われて器の表面に微小な孔が多く観察できる他、高熱により赤色やピ

ンク色に変色しているもの、煤
すす

の付着が見られるものなどがあります。　　　　　

　また文献記録では 15世紀中頃に首里城が 2度の火災に遭っていることが記されています。1つ

は 1453 年に王位をめぐって争った尚志魯・布里の乱（※２）に伴う火災ともう１つは 1459 年に

首里城内からの失火によるものがあります。現在のところ、1459 年の火災で使えなくなった陶磁

器がまとめて埋められた遺物として報告されています。当時は木造の建物が主体であったことか

ら、火災による被害が相当あったものと想像され、これらは当時の火災の痕跡を生々しく今に伝

えています。高熱を受けている青磁はすべて破片であり、本来の色や形が失われてしまっていま

すが、首里城の中で道具としてその命脈を終えた資料として見ることができます。

（山本正昭）

※１　身分や位の高い人から分け与えられること。
※２　叔父、甥の関係であった尚志魯と尚布里との間でおこった王位継承をめぐっての内乱。この

内乱の結果、尚志魯と尚布里共に倒れ、初代王である尚巴志の第５子である尚泰久が第５代
目の王位に就いた。

首里城京の内跡出土陶磁器（重要文化財）
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つばぶちばん

口径 33.2cm  器高 6.6cm　底径 15.4cm
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つばぶちばん

口径 33.8cm　器高 4.9 ～ 5.3cm　底径 16.2cm

つばぶちばん

口径 25.2cm  器高 6.7cm　底径 8.5cm
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ちょっこ う こ う え ん ば ん

口径 28.1cm　器高 4.0cm　底径 15.0cm

つばぶちばん

口径 25.8cm  器高 5.9cm　底径 10.0cm
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ちょっこ う こ う え ん ば ん

口径 28.2cm　器高 14.2cm　底径 6.5cm

口径 26.8 ～ 30.6cm　器高 12.3 ～ 13.9cm　底径 10.2cm

らいもんたいおおばち
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口径 25.5cm　器高 26.3cm　底径 19.0cm

きっしょう じ もんつぼ
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口径 23.2cm 　器高 24.8cm　底径 17.5cm

口径 24.1cm　器高 24.7cm　底径 18.5cm

きくからくさもんつぼ

はなからくさもんつぼ
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口径 18.8cm　器高 19.5cm　底径 17.0cm

口径 20.7cm　器高 22.2cm　底径 17.2cm

ぼ たんからくさもんつぼ

れんべんもんつぼ
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口径 24.0cm　器高 23.3cm　底径 19.8cm

れんべんもんつぼ

外径 30.2cm　内径 20.2cm　高さ 8.3cm

きっしょう じ もん し し はり つ もん ふた
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外径 26.0cm　内径 15.7cm　高さ 8.2cm

外径 26.1cm 　内径 15.4cm　高さ 7.2cm

れん　か　から　くさ　もん　ふた

れんべんもんつぼ
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ぼ たんからくさもんびん

口径 26.7cm　器高 62.7cm　底径 14.6cm
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口径 24.5cm　器高 16.8cm　底径 15.4cm

口径 10.6cm　器高 26.4cm　底径 10.2cm

そう じ びん

す さんようもん き だい
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口径 6.4cm　器高 23.6cm　底径 6.8cm

口径 7.2 ～ 7.8cm　器高 14.8cm　底径 6.8cm

ぼ たんからくさもんすいちゅう

ぼ たんからくさもんすいちゅう
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遺跡名 所在地
青磁

備考 文献
盤 高台

付杯 香炉 水注 瓶 壺 蓋 鉢 器
台 その他

1 今帰仁グスク 今帰仁村
今泊 1097 1 14 3 6 5 4 3 1

仏像１、燭台
３、小壺１、
合子１、擂鉢
１

個体
数を
集計

「今帰仁城跡発掘調査報告Ⅰ」『今帰仁村文
化財調査報告書』第 9集　今帰仁村教育委
員会　1983「今帰仁城跡発掘調査報告Ⅱ」
『今帰仁村文化財調査報告書』第 14集　今
帰仁村教育委員会　1991「今帰仁城跡発掘
調査報告Ⅲ」『今帰仁村文化財調査報告書』
第 14集　今帰仁村教育委員会　2008

2 仲尾次グスク 名護市
仲尾次 － － － － － － － － － － 出土

せず

「フガヤ遺跡　田井等遺跡　羽地間切番所跡
遺跡　仲尾次上グスク遺跡」『名護市文化財
調査報告』８　名護市教育委員会　1988

3 ※１山田グスク
恩納村
山田 － － － － － － － － －

盤、酒会壺、
香炉、瓶、合
子が出土して
いるが点数は
不明

『山田グスク』恩納村教育委員会　1990

4 屋良グスク 嘉手納町
屋良 86 － 1 － － － － 26 杯９ 「屋良グスク」『嘉手納町文化財調査報告書』

第 1集　嘉手納町教育委員会　1994

5 座喜味グスク 読谷村
座喜味 16 － 3 － － 1 1 － 杯１ 『座喜味城跡－環境整備事業報告書 (Ⅱ ) －』

読谷村教育委員会

6 越来グスク 沖縄市
越来 25 － － 1 － 2 3 1 器種不明７ 「越来城」『沖縄市文化財調査報告書』第 11

集　沖縄市教育委員会　1988

7 北谷グスク 北谷町
大村 24 － － － － 2 － 2 杯２

「北谷城」『北谷町文化財報告書』第 1集　
北谷町教育委員会　1984　「北谷城」『北谷
町文化財報告書』第 11 集　北谷町教育委
員会　1991　「北谷城」『北谷町文化財報告
書』第 12集　北谷町教育委員会　1992

8 勝連グスク うるま市
南風原 18 － 5 － 1 5 6 15 擂鉢３　杯１

花生１

「勝連城跡」『勝連町の文化財』第 11 集　
勝連町教育委員会　1990　「勝連城跡」『勝
連町の文化財』第６集　勝連町教育委員会
　1984　「勝連城跡」『勝連町の文化財』第
５集　勝連町教育委員会　1983　『琉球文
化財調査報告書』琉球政府文化財保護委員
会　1965　『琉球文化財調査報告書』琉球
政府文化財保護委員会　1966

9 具志川グスク うるま市
具志川 193 － － － － ※ 1

43 2 － 小壺１　杯４ 「具志川グスクⅠ」『うるま市文化財調査報
告書』第 4集　うるま市教育委員会　2006

10 伊波グスク うるま市
伊波 91 － － － － 7 － － － 「伊波城跡」『石川市文化財調査報告』第 5

集　石川市教育委員会 2003

11 中城グスク 中城村
泊 23 － － － － － 2 － 杯４ 「中城城跡」『中城村の文化財』第４集　中

城村教育委員会　2007

12 新垣グスク 中城村
新垣 15 － － － － － － － 杯１ 出土

せず
「新垣グスク」『中城村の文化財』第 9集　
中城村教育委員会　2007

13 ヒニグスク 北中城村
喜舎場 － － － － － － － － － 出土

せず
「ヒニ城の調査報告」『琉球文化財調査報告
書』琉球政府文化財保護委員会 1966

14 浦添グスク 浦添市
仲間 270 － 2 － － 7 6 －

袋物１、杯５、
白磁高台付杯
１、小型壺１

「浦添城跡発掘調査報告書」『浦添市文化財
調査報告書』浦添市教育委員会　1985

15 首里城跡 那覇市
首里当蔵 2019 16 128 16 267 445 157 136 24

袋物 25、花
盆台５、蓋置
３、水滴１、
燭台１、水注
または瓶 5、
天目台１、法
螺貝１、擂鉢
3、駒１、火
取り１、形象
物４、形象物
または袋物
１、人形１

※ 2を参照のこと。

16 瀬長グスク 豊見城市
瀬長 19 － 2 － － 4 － － 杯２

「瀬長グスク他範囲確認調査報告書」『豊見
城市文化財調査報告書』第 8集　豊見城市
教育委員会　2008

17 クニンドー遺跡
南風原町
津嘉山 17 － 1 － 3 4 － 1 －

南風原町教育委員会「クニンドー遺跡」『南
風原町文化財調査報告書』第 2集　1996
　　南風原町教育委員会「クニンドー遺跡
( Ⅱ )」」『南風原町文化財調査報告書』第 5
集　2005

18 ※１南山グスク
糸満市
高嶺 － 1 － － － 1 － － 『南山城跡第一次緊急発掘調査概要』糸満市

教育委員会　1984

19 佐慶グスク 糸満市
山城 27 － 1 － 1 － － － 小杯１

糸満市教育委員会「佐慶グスク・山城古島
遺跡」『糸満市文化財調査報告書』第 8集　
1994

20 ※３真栄里グスク
糸満市
真栄里 4 － － － － － － － － 出土

せず

「真栄里貝塚ほか発掘調査報告」『糸満市文
化財調査報告書』第 12 集　糸満市教育委
員会　1996　「真栄里貝塚発掘調査報告」
『糸満市文化財調査報告書』第 16集　糸満
市教育委員会　1999

21 ※１具志川グスク
糸満市
喜屋武 5 － － － － 1 － － －

「よみがえれ古海城」『国指定史跡具志川城
跡保存修理事業概報』№ 2　糸満市教育委
員会　2007

22 ※３仲栄真グスク
南城市
富里 3 1 － － － 1 － － － 玉城村教育委員会「玉城村の遺跡」『玉城村

文化財調査報告書』第 2集　1995

表１　グスク出土の青磁一覧表
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遺跡名 所在地
青磁

備考 文献
盤 高台

付杯 香炉 水注 瓶 壺 蓋 鉢 器
台 その他

23 ※１八重瀬グスク
八重瀬町
八重瀬 － － － － － － － － － 出土

せず

東風平町教育委員会「八重瀬グスク調査概
報」『東風平町文化財調査報告書』第 1集　
1979

24 ※３多々名グスク
具志頭村
玻名城 4 － － － － － － － － 出土

せず
具志頭村教育委員会「具志頭村の遺跡」『具
志頭村文化財調査報告書』 第 3集 1986

25 ※３具志頭グスク
具志頭村
具志頭 － － － － － － － － － 出土

せず
具志頭村教育委員会「具志頭村の遺跡」『具
志頭村文化財調査報告書』 第 3集 1986

26 糸数グスク 南条市
糸数 380 － 3 － － 2 2 － 青磁摺鉢５

玉城村教育委員会「糸数城跡－発掘調査報
告Ⅰ－」『玉城村文化財調査報告書』 第 1集 
1991

27 ※３大城グスク
南城市
大城 1 － 1 － － － － － － 表採

「大里村の遺跡」『大里村文化財調査報告書』
第 1集　大里村教育委員会　1992　「大里
城跡」『大里村文化財調査報告書』第 3集　
大里村教育委員会　1998　「大里城跡」『大
里村文化財調査報告書』第 4集　大里村教
育委員会　2001　

28 大里グスク 南城市
大里 22 － － － 3 1 － － 青磁摺鉢１ 「大里村の遺跡」『大里村文化財調査報告書』

第 1集　大里村教育委員会　1992

29 志喜屋グスク 南城市
志喜屋 3 － － － － 1 1 － － 「志喜屋グスク」『知念村文化財調査報告書』

第 5集　知念村教育委員会　1994

30 具志川グスク 久米島町
仲村渠 13 1 5 － 5 20 7 － 1 表採

久米島町教育委員会「具志川城跡発掘調査
報告書Ⅰ」『久米島町文化財調査報告書』第
2集　2005　久米島町教育委員会「具志川
城跡発掘調査報告書Ⅱ」『久米島町文化財調
査報告書』第 4集　2008

31 宇江城グスク 久米島町
宇江城 33 2 7 1 5 10 16 9 2 杯９、摺鉢２

図示
数を
集計

「宇江城城跡発掘調査報告書」『久米島町文
化財調査報告書』第 5集　2008　久米島町
教育委員会

32 佐敷グスク 佐敷町
佐敷 42 － － － 6 5 2 1 1 壺か瓶１

『佐敷グスク』佐敷町教育委員会 1980　「佐
敷上グスクほか範囲確認長諫報告書」『沖縄
県南城市文化財調査報告書』第 1集　南城
市教育委員会　2006
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遺跡名 所在地
青磁

備考 文献
盤 高台
付杯 香炉 水注 瓶 壺 蓋 鉢 器

台 その他

1 伊是名元島遺跡 伊是名村
伊是名 － － － － － － － － － － 出土せず 「伊是名元島遺跡」『伊是名村文化財調

査報告書』第 10集　2000

2 天底後原遺跡 今帰仁村
仲宗根 6 － － － － － － 3 杯 3

今帰仁村教育委員会「天底後原遺跡」
『今帰仁村文化財調査報告書』第 21集
　2006a

3 今帰仁ムラ跡 今帰仁村
今泊 269 2 19 － 25 26 1 － 3

杯 54、器台 3,
置物 2、水滴
１

今帰仁村教育委員会「今帰仁城跡周辺
遺跡Ⅱ」『今帰仁村文化財調査報告書』
第 20集 2005   今帰仁村教育委員会
「今帰仁城跡周辺遺跡Ⅲ」今帰仁村文
化財調査報告書』第 23集 2006c

4 宇茂佐古島遺跡 名護市
宇茂佐 2 － － － － － － － － 袋物１ 名護市教育委員会 ｢宇茂佐古島遺跡 ｣

『名護市文化財調査報告』10　1992

5 漢名ウェーヌアタイ遺跡
宜野座村
漢名 8 － 1 － － － － － － 杯５

宜野座村教育委員会 ｢漢那ウェーヌア
タイ遺跡 ｣『宜野座村乃遺跡』（９）　
1990

6 漢名遺跡 宜野座村
漢名 － － － － － － － － － － 出土せず 宜野座村教育委員会 ｢漢那遺跡 ｣『宜

野座村乃遺跡』（４）　1984

7 伊波城跡周辺 うるま市
伊波 － － － － － － － － － 出土せず

石川市教育委員会「伊波丘陵周辺遺跡
分布調査」『石川市文化財調査報告』
第 6集　2004  

8 平敷屋古島遺跡 うるま市
勝連平敷屋 2 － － － － － － 1 － 杯１

「東女美川原遺跡 平敷屋古島遺跡 桃
原貝塚」『うるま市文化財調査報告書』
第7集　2009、うるま市教育委員会「市
内遺跡発掘調査に伴う埋蔵文化財発掘
調査報告書　平成 17年度」『うるま市
文化財調査報告書』第 2集　2006

9 神山遺跡 うるま市
伊計 － － － － － － － － － － 出土せず

沖縄県教育委員会「伊計島の遺跡」『沖
縄県文化財調査報告書』第 41集　
1981　

10 伊礼原 B遺跡 北谷町
伊平 － － － － 1 － － － － －

北谷町教育委員会「伊礼原遺跡」『北
谷町文化財調査報告書』第 26集　
2007

11 伊礼原 D遺跡 北谷町
伊平 16 － 2 － 10 5 － 9 － －

伊礼原D
遺跡と隣
接、酒会
壺 2点

北谷町教育委員会「伊礼原D遺跡」『北
谷町文化財調査報告書』第 28集　
2008

表２　集落遺跡出土の青磁一覧表
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遺跡名 所在地
青磁

備考 文献
盤 高台
付杯 香炉 水注 瓶 壺 蓋 鉢 器

台 その他

12 伊礼原 E遺跡 北谷町
伊平 － － － － － － － － － －

伊礼原 B
遺跡と隣
接

北谷町教育委員会「伊礼原 B遺跡 伊
礼原E遺跡」『北谷町文化財調査報告書』
第 27集　2008

13 後兼久原遺跡 北谷町
桑江 185 － 1 － 1 － － 6 － 杯２、袋物２

北谷町教育委員会「後兼久原遺跡」『北
谷町文化財調査報告書』第 21集　
2003   沖縄県立埋蔵文化財センター
「後兼久原遺跡」『沖縄県立埋蔵文化財
センター』22集　2004

14 喜友名山川原第７遺跡
宜野湾市
喜友名 － － － － － － － － － － 出土せず 宜野湾市教育委員会『喜友名遺跡群』

1984

15
喜友名貝塚・
喜友名グスク
Ⅲ地区

宜野湾市
喜友名 64 1 － － 11 3 3 2 － 擂鉢１

沖縄県教育委員会 ｢喜友名貝塚・喜友
名グスク ｣『沖縄県文化財調査報告書』
第 134 集　1999

16 嘉数トゥンヤマ遺跡
宜野湾市
嘉数 71 1 11 － 5 33 － － － 袋物 19

宜野湾市教育委員会 ｢嘉数トゥンヤマ
遺跡Ⅰ ｣『宜野湾市文化財調査報告書』
第 43集　2008

17 森川原第一遺跡 宜野湾市
森川 8 － 1 － 2 － 3 1 － 小壺１

宜野湾市教育委員会 ｢真志喜森川原遺
跡 ｣『宜野湾市文化財調査報告書』第
18集　1994

18 大山前門原第二遺跡
宜野湾市
大山 5 － － － － 2 1 6 － － 出土せず

宜野湾市教育委員会 ｢大山前門原第二
遺跡 ｣『宜野湾市文化財調査報告書』
第 30集　1994

19 当山東原遺跡 浦添市
当山 29 － 2 － 1 － 1 － － 杯１

浦添市教育委員会「当山東原遺跡」『浦
添市文化財調査報告書』第 33集　
2003

20 浦添原遺跡 浦添市
安波茶 23 － 2 － 2 1 2 － － 小壺１、杯３、

擂鉢１
浦添市教育委員会「浦添原遺跡」『浦
添市文化財調査研究報告書』2005

21 内間遺跡 浦添市
内間 － － － － － － － － － － 出土せず

浦添市教育委員会「市内遺跡発掘調査
報告書（１）」『浦添市文化財調査研究
報告書』2007

22 渡地村跡 那覇市
通堂町 63 － 2 1 4 － － － 1

（器台は茶托
受け）、香炉？
１

沖縄県立埋蔵文化財センター「渡地村
跡」『沖縄県立埋蔵文化財センター調
査報告書』第 46集　2007

23 ヒヤジョー毛遺跡 那覇市
銘苅 109 1 2 － 20 1 1 － － 杯１

那覇市教育委員会 ｢ヒヤジョー毛遺跡
｣『那覇市文化財調査報告書』第 26集
　1994

24 首里旧真和志村跡 那覇市
首里真和志 － － － － － 1 － － － － 調査地点

１のみ

那覇市教育委員会「首里旧真和志村跡」
『那覇市文化財調査報告書』第６８集
　2005

25 ※崎山御嶽遺跡 那覇市
首里崎山 7 － 3 － － 18 － － － 杯２

那覇市教育委員会「崎山御嶽遺跡」『那
覇市文化財調査報告書』第 67集　
2005

26 ※御細工所跡 那覇市首里
真和志 12 － 4 － － 4 2 － － 杯 1, 袋物 11

那覇市教育委員会「御細工所跡」『那
覇市文化財調査報告書』第 18集　
1991

27 安謝東原南遺跡 那覇市
安謝 － － － － － － － － － －

青磁碗
1点のみ
出土せず

那覇市教育委員会「安謝東原南遺跡 旧
天久村古井戸遺跡」『那覇市文化財調
査報告書』第 45集　2000

28 高嶺古島遺跡 豊見城市
高嶺 10 － － － 1 － － － 杯３

豊見城村教育委員会「高嶺古島遺跡」
『豊見城村文化財調査報告』第４集　
1990

29 渡嘉敷後原遺跡群 豊見城市
平良 － － － － － － － － － － 出土せず

豊見城村教育委員会「高嶺古島遺跡」
『豊見城村文化財調査報告』第４集　
1990

30 宜保アガリヌ御嶽 豊見城市
宜保 14 － － － － 7 － 2 － － 酒会壺

2点

豊見城村教育委員会「渡嘉敷後原遺跡
群」『豊見城村文化財調査報告書』第 5
集　1997

31 山城古島遺跡 糸満市
山城 3 － － － 6 － 1 － 1 －

沖縄県教育委員会 ｢佐慶グスク・山城
古島遺跡 ｣糸満市文化財調査報告書』
第 8集　1994

32 伊原遺跡 糸満市
伊原 25 － 1 － － 2 1 － － － 沖縄県教育委員会 ｢伊原遺跡 ｣『沖縄

県文化財調査報告書』第 73集　1986

33 大里前原遺跡 糸満市
大里 － － － － － － － － － － 出土せず

南風原町教育委員会 ｢津嘉山古島遺跡
　仲間村跡 A地点　仲間村跡 B地点　
津嘉山クボー遺跡 ｣『南風原町文化財
調査報告書』第 8集　1994

34 津嘉山古島遺跡 南風原町
津嘉山 45 － － － 2 － － 8 － 袋物１

南風原町教育委員会 ｢津嘉山古島遺跡
　仲間村跡 A地点　仲間村跡 B地点　
津嘉山クボー遺跡 ｣『南風原町文化財
調査報告書』第 8集　1994

35 仲間村跡 A地点 南風原町
津嘉山 － － － － － － － 2 － －

ピットは
建物跡の
可能性が
低い。

南風原町教育委員会 ｢津嘉山古島遺跡
　仲間村跡 A地点　仲間村跡 B地点　
津嘉山クボー遺跡 ｣『南風原町文化財
調査報告書』第 8集　1994

36 玻名城古島遺跡 B地点
八重瀬町
多々名 － － － － － － － － － － 出土せず

具志頭村教育委員会「具志頭村の遺跡
｣『具志頭村文化財調査報告書』第 3
集　1986

37 世名城古島遺跡 八重瀬町
世名城 5 － － － － － 1 － － 壺または瓶１

八重瀬町教育委員会「世名城古島遺跡
｣『八重瀬町文化財調査報告書』第１
集　2008

※柱穴は検出されていないが建物跡が想定される遺跡
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遺跡名 所在地
青磁

備考 文献
盤 高台

付杯 香炉 水注 瓶 壺 蓋 鉢 器
台 その他

1 浦添ようどれ 浦添市
仲間 9 － 2 － － － － － － 浦添市教育委員会『浦添よう

どれⅢ』2007

2 円覚寺跡
那覇市
首里
当蔵

5 － 4 1 7 2 1 － － 杯１

沖縄県立埋蔵文化財センター
「円覚寺跡」『沖縄県立埋蔵文
化財センター調査報告書』第
10集　2002

3

天界寺跡
那覇市 1999

那覇市
首里
真和志

5 － 2 － 1 － － － － 合子１、水滴１、
角製品３

那覇市教育委員会「天界寺跡」
『那覇市文化財調査報告書』第
42集　1999

天界寺跡
那覇市 2000 7 － 2 － 3 1 － － － 杯５、袋物１，

水滴１

那覇市教育委員会「天界寺跡」
『那覇市文化財調査報告書』第
43集　2000

天界寺跡Ⅰ 48 － 4 － 36 39 2 19 － －

沖縄県立埋蔵文化財センター
「天界寺跡Ⅰ」『沖縄県立埋蔵
文化財センター調査報告書』
第 2集　2001

天界寺跡Ⅱ 393 8 53 3 215 96 10 17 1
小壺３、杯８、擂
鉢３（器台は花盆
台１）うち酒会壺
８

沖縄県立埋蔵文化財センター
「天界寺跡Ⅱ」『沖縄県立埋蔵
文化財センター調査報告書』
第 8集　2002

4 玉陵
那覇市
首里
真和志

2 － － － － － － － － －
天界寺に関
連する包含
層か？

那覇市『史跡玉陵整備事業報
告書』2004

総計 469 8 61 3 255 136 12 36 1

表 3　宗教施設出土の青磁一覧表
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